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JA豊橋いちご部会（61名）

　ＪＡ豊橋いちご部会では、令和５年度作から「愛きらり🄬」の本格的な栽培を開始しま
した。令和７年度作では作付面積のシェアが４割に達し、「章姫」と並ぶ主力品種となっ
ています。

　一方で、「愛きらり🄬」は他品種と比べて親株からのランナー発生数が少ないほか、心
止まりとなる子苗の発生が多いといった課題があります。このため、農業改良普及課では

対応策として『「愛きらり🄬」育苗指針』を取りまとめました。
　今回の育苗研修会では、この指針に基づき、親株養成及びランナー発生を早める技術
や、子苗の肥培管理の重要性について重点的に説明しました。

　取引市場からはＪＡ豊橋産「愛きらり🄬」に対する評価が高まっており、令和８年度作
では、部会内でさらなる栽培面積の拡大が見込まれています。
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